
ラオス人民民主共和国 セタティラート病院看護管理能力強化事業
① 背景： セタティラート病院看護部は、人材育成・医療安全管理能力の向上を目指しているが、現状では様々な課題を抱えている。
② 目的： セタティラート病院看護部を対象に、日本の認定看護管理者（NCGMセンター病院看護部長など）による知見の共有や技術
移転を通じ、看護管理能力を高めることで、質の高い看護サービスの提供に貢献する。

③ 事業概要： NCGMセンター病院看護部での本邦研修、現地での伝達講習およびNCGMセンター病院看護部職員派遣による技術
移転を通じ、各種マニュアル作成支援および現地研修を実施し、セタティラート病院看護部の看護管理能力を強化する。

④ 期待される成果とその後の波及効果：セタティラート病院看護部における看護管理に係る各種マニュアルが作成され、看護管理
者約26名の看護管理能力が向上する。また保健人材カウンシルなどの関係機関と協働し、セタティラート病院の成果が他の保
健医療施設（中央病院、県病院、郡病院）に普及および活用され、看護管理能力が高められる。

＜研修スケジュール予定＞

2025年8月 本邦研修（6名）
・ 日本の認定看護管理者育成制度に関する講
義

・ NCGMセンター病院における看護管理の実際
等について講義や臨床での演習

2025年9~10月 伝達講習・ワークショップ・専門

家派遣（6名）
・本邦研修の伝達講習（参加者20名）
・看護管理に関する数種類のマニュアルを作成

2025年12月 現地研修・専門家派遣（6名）
・セタティラート病院看護管理者（看護師長や主
任等）対象研修（参加者20名）

（C）事業概要のまとめ（日本語版） 作成日：令和7年3月12日
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